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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことに
より１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせ
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う付与入賞及び遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う移行入賞を
含む入賞の発生を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　該事前決定手段の決定結果に応じて、前記導出操作手段が操作されたときに該導出操作
手段の操作に対応する可変表示領域の表示結果を導出させる制御を行なう手段であって、
前記事前決定手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを条件に
終了入賞表示結果の組合せを前記複数の可変表示領域に導出させる導出制御手段と、
　遊技状態を制御する手段であって、所定の開始条件が成立したときに遊技者にとって有
利な有利遊技状態に制御し、前記有利遊技状態に制御しているときであって前記終了入賞
表示結果の組合せが導出されたときに前記有利遊技状態よりも遊技者にとって不利な遊技
状態に制御する遊技状態制御手段と、
　前記有利遊技状態に制御されているときに、前記事前決定手段の決定結果が複数種類の
特定結果のうちいずれかとなったことを条件として、当該特定結果の種類を特定するため
の特定結果情報を報知する特定結果報知手段とを備え、
　前記特定結果報知手段は、前記有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまで
よりも前記所定期間が経過してから後の方が高い確率で、前記特定結果情報を報知し、
　前記導出制御手段は、
　　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されて
いない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表



(2) JP 2011-167530 A5 2012.9.13

示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数
に対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を
一意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御
パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された
ときに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パター
ンが該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結
果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行ない、
　前記制御パターン選択手段は、
　　前記事前決定手段により前記移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされているとき
に、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する移行入賞制御パタ
ーンを選択する移行入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち所定の大きさの前記遊技用価値の付与を
伴う第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可
変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置す
るステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第１の特定
付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する第１の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち前記第１の特定付与入賞と同一の大きさ
の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされていると
きに、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも
前記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御
パターン選択手段とを含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記移行入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定入賞制御パターンが前記特定
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の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定
の表示結果を特定することを特徴とする、スロットマシン。
【請求項２】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことに
より１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせ
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う付与入賞及び遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う移行入賞を
含む入賞の発生を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　該事前決定手段の決定結果に応じて、前記導出操作手段が操作されたときに該導出操作
手段の操作に対応する可変表示領域の表示結果を導出させる制御を行なう手段であって、
前記事前決定手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを条件に
終了入賞表示結果の組合せを前記複数の可変表示領域に導出させる導出制御手段と、
　遊技状態を制御する手段であって、所定の開始条件が成立したときに遊技者にとって有
利な有利遊技状態に制御し、前記有利遊技状態に制御しているときであって前記終了入賞
表示結果の組合せが導出されたときに前記有利遊技状態よりも遊技者にとって不利な遊技
状態に制御する遊技状態制御手段と、
　前記有利遊技状態に制御されているときに、前記事前決定手段の決定結果が複数種類の
特定結果のうちいずれかとなったことを条件として、当該特定結果の種類を特定するため
の特定結果情報を報知する特定結果報知手段とを備え、
　前記特定結果報知手段は、前記有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまで
よりも前記所定期間が経過してから後の方が高い確率で、前記特定結果情報を報知し、
　前記導出制御手段は、
　　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出さ
れており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示
結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段
が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定
範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パ
ターンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の
表示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段
を含み、
　　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された
ときに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パター
ンが該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結
果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行ない、
　前記制御パターン選択手段は、
　　前記事前決定手段により前記移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされているとき
に、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する移行入賞制御パタ
ーンを選択する移行入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち所定の大きさの前記遊技用価値の付与を
伴う第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可
変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置す
るステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第１の特定
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付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する第１の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち前記第１の特定付与入賞と同一の大きさ
の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされていると
きに、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも
前記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御
パターン選択手段とを含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記移行入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定入賞制御パターンが前記特定
の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定
の表示結果を特定することを特徴とする、スロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、たとえば、コイン遊技機等のスロットマシンに関する。詳しくは、各々が識
別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動により回動させ
ることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示させること
が可能な可変表示装置を備え、遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定
することによりゲームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示
結果が導出表示されたことにより１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示
された表示結果の組み合わせに応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンに関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書



(5) JP 2011-167530 A5 2012.9.13

【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（１）　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの
駆動により回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を
導出表示させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル、クレジット）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数（３、ただ
しレギュラーボーナス中は１）を設定することによりゲームが開始可能となるとともに、
前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことにより１ゲームが終了し
、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせに応じて入賞が発生可
能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う付与入賞及び遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う移行入賞を
含む入賞の発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（Ｓ４０２）と、
　該事前決定手段の決定結果に応じて、前記導出操作手段が操作されたときに該導出操作
手段の操作に対応する可変表示領域の表示結果を導出させる制御を行なう手段であって、
前記事前決定手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを条件に
終了入賞表示結果の組合せを前記複数の可変表示領域に導出させる導出制御手段（Ｓ４０
３）と、
　遊技状態を制御する手段であって、所定の開始条件が成立したとき（ボーナスが終了し
たとき）に遊技者にとって有利な有利遊技状態（ＲＴ１～ＲＴ３）に制御し、前記有利遊
技状態に制御しているときであって前記終了入賞表示結果の組合せ（３択役Ａ～Ｃ、変形
例（８）のリプレイ（３））が導出されたときに前記有利遊技状態よりも遊技者にとって
不利な遊技状態（初期遊技状態、ＲＴ５）に制御する遊技状態制御手段（Ｓ４０４、Ｓ４
０５）と、
　前記有利遊技状態に制御されているときに、前記事前決定手段の決定結果が複数種類の
特定結果のうちいずれかとなったこと（図２９のＳｓ５５７ｂでＹＥＳ）を条件として、
当該特定結果の種類を特定するための特定結果情報を報知（当選役報知演出）する特定結
果報知手段（図２９のＳｓ５５７ａ～Ｓｓ５５７ｆ）とを備え、
　前記特定結果報知手段は、前記有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまで
よりも前記所定期間が経過してから後の方が高い確率で、前記特定結果情報を報知し（Ｓ
ｓ５５７ｃにおいてＮＯと判定されＳｓ５５７ｅで条件成立前テーブルがルックアップさ
れたときに当選役報知演出が選択される確率は図３０に示すように０％であり、Ｓｓ５５
７ｃにおいてＹＥＳと判定されＳｓ５５７ｄで条件成立後テーブルがルックアップされた
ときに当選役報知演出が選択される確率は図３０に示すように９０％である）、
　前記導出制御手段は、
　　前記複数の可変表示領域のうちいずれの可変表示領域にも未だ表示結果が導出されて
いない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表
示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数
に対して該ステップ数から所定範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を
一意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果に対応する制御
パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段を含み、
　　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された
ときに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パター
ンが該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結
果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行ない、
　前記制御パターン選択手段は、
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　　前記事前決定手段により前記移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされているとき
に、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する移行入賞制御パタ
ーンを選択する移行入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち所定の大きさの前記遊技用価値の付与を
伴う第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可
変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置す
るステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第１の特定
付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する第１の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち前記第１の特定付与入賞と同一の大きさ
の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされていると
きに、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも
前記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御
パターン選択手段とを含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記移行入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定入賞制御パターンが前記特定
の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定
の表示結果を特定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、有利遊技状態に制御されている場合であっても、終了入賞表
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示結果の組合せが導出されることにより有利遊技状態を終了させて不利な遊技状態に制御
される。また、有利遊技状態に制御されているときに特定結果情報が報知される確率は、
有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまでよりも所定期間が経過してから後
の方が高い。特定結果報知手段により報知される特定結果情報は、終了入賞表示結果の組
合せが導出されることを回避することも可能になるため、遊技者にとって有利な情報とい
える。これにより、有利遊技状態に制御されているときには、終了入賞表示結果の組合せ
が導出されないことおよび所定期間が経過することに対して遊技者を注目させることがで
きるため、有利遊技状態に継続して制御されるか否かに対し興趣を添えることができる。
その結果、有利遊技状態に制御された後の遊技の興趣を向上させることができる。
　また、事前決定手段により移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされていること、ま
たは複数種類の特定付与入賞のいずれかの発生を許容する旨の決定がなされていることを
条件として、事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされてい
るときには導出されることのない特定の表示結果を導出させることが可能となるので、特
定の表示結果が導出されることにより、移行入賞の発生が許容されていることに対する遊
技者の期待感を高めることができる。
　また、事前決定手段により移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされていない状態で
は、事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき、
すなわち通常時の大半を占める状態では、特定の表示結果が導出されることがなく、事前
決定手段により複数種類の特定付与入賞のいずれかの発生を許容する旨の決定がなされて
いることにより、特定の表示結果を導出させることが可能となるので、遊技者の技量など
の影響を受けることなく、適度な割合で特定の表示結果を導出させることが可能となる。
　（２）　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの
駆動により回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を
導出表示させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル、クレジット）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数（３、ただ
しレギュラーボーナス中は１）を設定することによりゲームが開始可能となるとともに、
前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことにより１ゲームが終了し
、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせに応じて入賞が発生可
能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に、前記遊技用価値
の付与を伴う付与入賞及び遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う移行入賞を
含む入賞の発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（Ｓ４０２）と、
　該事前決定手段の決定結果に応じて、前記導出操作手段が操作されたときに該導出操作
手段の操作に対応する可変表示領域の表示結果を導出させる制御を行なう手段であって、
前記事前決定手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを条件に
終了入賞表示結果の組合せを前記複数の可変表示領域に導出させる導出制御手段（Ｓ４０
３）と、
　遊技状態を制御する手段であって、所定の開始条件が成立したとき（ボーナスが終了し
たとき）に遊技者にとって有利な有利遊技状態（ＲＴ１～ＲＴ３）に制御し、前記有利遊
技状態に制御しているときであって前記終了入賞表示結果の組合せ（３択役Ａ～Ｃ、変形
例（８）のリプレイ（３））が導出されたときに前記有利遊技状態よりも遊技者にとって
不利な遊技状態（初期遊技状態、ＲＴ５）に制御する遊技状態制御手段（Ｓ４０４、Ｓ４
０５）と、
　前記有利遊技状態に制御されているときに、前記事前決定手段の決定結果が複数種類の
特定結果のうちいずれかとなったこと（図２９のＳｓ５５７ｂでＹＥＳ）を条件として、
当該特定結果の種類を特定するための特定結果情報を報知（当選役報知演出）する特定結
果報知手段（図２９のＳｓ５５７ａ～Ｓｓ５５７ｆ）とを備え、
　前記特定結果報知手段は、前記有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまで



(8) JP 2011-167530 A5 2012.9.13

よりも前記所定期間が経過してから後の方が高い確率で、前記特定結果情報を報知し（Ｓ
ｓ５５７ｃにおいてＮＯと判定されＳｓ５５７ｅで条件成立前テーブルがルックアップさ
れたときに当選役報知演出が選択される確率は図３０に示すように０％であり、Ｓｓ５５
７ｃにおいてＹＥＳと判定されＳｓ５５７ｄで条件成立後テーブルがルックアップされた
ときに当選役報知演出が選択される確率は図３０に示すように９０％である）、
　前記導出制御手段は、
　　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出さ
れており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示
結果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段
が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して該ステップ数から所定
範囲内に位置する複数の表示結果のうちの一の表示結果を一意的に特定する複数の制御パ
ターンから、前記事前決定手段の決定結果及び既に表示結果が導出された可変表示領域の
表示結果の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段
を含み、
　　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された
ときに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パター
ンが該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数に対して一意的に特定する表示結
果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行ない、
　前記制御パターン選択手段は、
　　前記事前決定手段により前記移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされているとき
に、前記複数の可変表示領域のうち特定の可変表示領域について前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数に対して特定の表示結果を特定する移行入賞制御パタ
ーンを選択する移行入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち所定の大きさの前記遊技用価値の付与を
伴う第１の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされているときに、前記特定の可
変表示領域について該第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定範囲内に位置す
るステップ数に対して該第１の特定付与入賞を構成する表示結果を特定し、該第１の特定
付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なるステップ数のうちの少なく
とも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する第１の特定付与入賞制御パ
ターンを選択する第１の特定付与入賞制御パターン選択手段と、
　　前記事前決定手段により前記付与入賞のうち前記第１の特定付与入賞と同一の大きさ
の前記遊技用価値の付与を伴う第２の特定付与入賞の発生を許容する旨の決定がなされて
いるときに、前記特定の可変表示領域について該第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数に対して該第２の特定付与入賞を構成する表示結
果を特定し、該第２の特定付与入賞を構成する表示結果を特定するステップ数とは異なる
ステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定の表示結果を特定する
第２の特定付与入賞制御パターンを選択する第２の特定付与入賞制御パターン選択手段と
、
　　前記事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされていると
きに、前記特定の可変表示領域について前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも
前記特定の表示結果以外の表示結果を特定する非入賞制御パターンを選択する非入賞制御
パターン選択手段とを含み、
　前記特定の可変表示領域を構成する表示帯には、前記第１の特定付与入賞を構成する表
示結果と、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果と、が前記所定範囲を超える間隔
で配置されており、
　前記第１の特定付与入賞制御パターンは、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第１の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
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　前記第２の特定付与入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果
が前記所定範囲内に位置するステップ数とは異なるステップ数のみに対して前記第２の特
定付与入賞を構成する表示結果を特定するとともに、前記第１の特定付与入賞を構成する
表示結果が前記所定範囲内に位置するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に
対して前記特定の表示結果を特定し、
　前記移行入賞制御パターンは、前記第１の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所定
範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第２の特定付与入賞制御パターンが前記特
定の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特
定の表示結果を特定するとともに、前記第２の特定付与入賞を構成する表示結果が前記所
定範囲内に位置するステップ数であり、かつ前記第１の特定入賞制御パターンが前記特定
の表示結果を特定するステップ数のうちの少なくとも１つのステップ数に対して前記特定
の表示結果を特定する。
　このような構成によれば、有利遊技状態に制御されている場合であっても、終了入賞表
示結果の組合せが導出されることにより有利遊技状態を終了させて不利な遊技状態に制御
される。また、有利遊技状態に制御されているときに特定結果情報が報知される確率は、
有利遊技状態に制御されてから所定期間が経過するまでよりも所定期間が経過してから後
の方が高い。特定結果報知手段により報知される特定結果情報は、終了入賞表示結果の組
合せが導出されることを回避することも可能になるため、遊技者にとって有利な情報とい
える。これにより、有利遊技状態に制御されているときには、終了入賞表示結果の組合せ
が導出されないことおよび所定期間が経過することに対して遊技者を注目させることがで
きるため、有利遊技状態に継続して制御されるか否かに対し興趣を添えることができる。
その結果、有利遊技状態に制御された後の遊技の興趣を向上させることができる。
　また、事前決定手段により移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされていること、ま
たは複数種類の特定付与入賞のいずれかの発生を許容する旨の決定がなされていることを
条件として、事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされてい
るときには導出されることのない特定の表示結果を導出させることが可能となるので、特
定の表示結果が導出されることにより、移行入賞の発生が許容されていることに対する遊
技者の期待感を高めることができる。
　また、事前決定手段により移行入賞の発生を許容する旨の決定がなされていない状態で
は、事前決定手段によりいずれの入賞の発生も許容しない旨の決定がなされているとき、
すなわち通常時の大半を占める状態では、特定の表示結果が導出されることがなく、事前
決定手段により複数種類の特定付与入賞のいずれかの発生を許容する旨の決定がなされて
いることにより、特定の表示結果を導出させることが可能となるので、遊技者の技量など
の影響を受けることなく、適度な割合で特定の表示結果を導出させることが可能となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、前記遊技状態制御手段は、前記有利遊技状態として、複数種類の入賞のうち前記
遊技用価値を用いることなく次のゲームを行なうことが可能な再ゲーム入賞（リプレイ（
１）～（３））の発生を許容する旨が前記事前決定手段により決定される確率が通常遊技
状態よりも高い遊技状態（ＲＴ１～ＲＴ３）に制御するものであってもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
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　また、前記遊技状態制御手段は、前記不利な遊技状態として、通常遊技状態（初期遊技
状態）に制御する（Ｓ１００８ｃ）ものであってもよい。また、前記遊技状態制御手段は
、前記不利な遊技状態として、前記複数種類の入賞のうち前記再ゲーム入賞の発生を許容
する旨が前記事前決定手段により決定される確率が前記有利遊技状態よりも低い遊技状態
（ＲＴ５）に制御する（Ｓ１００８ａ）ものであってもよい。また、前記遊技状態制御手
段は、前記不利な遊技状態として、有利開始条件（たとえば、リプレイ（２）入賞）が成
立したときであっても有利な遊技状態（たとえば、ＲＴ４）へ制御しない遊技状態（ＲＴ
５）に制御する（Ｓ１００８ａ）ものであってもよい。また、前記遊技状態制御手段は、
前記不利な遊技状態として、滞在ゲーム数の期待値が前記有利遊技状態の滞在ゲーム数の
期待値よりも小さく、かつ該滞在ゲーム数が経過したときに通常遊技状態に制御される遊
技状態に制御するものであってもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、前記特定結果報知手段は、前記所定期間が経過していないときに、前記事前決定
手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったときであっても、当該特定
結果の種類を特定するための特定結果情報を報知しない（条件成立前テーブル参照）もの
であってもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　前記特定結果報知手段は、前記所定期間が経過した後であって、前記事前決定手段の決
定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったときに、当該特定結果の種類を特定
するための特定結果情報を報知する（１００％当選役報知演出を行なう）ものであっても
よい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　前記特定結果報知手段は、前記所定期間が経過していないときに、前記事前決定手段の
決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを報知（小役・再遊技役当選
報知演出）するものであってもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　前記有利遊技状態に制御されているときに、前記事前決定手段の決定結果が複数種類の
特定結果のうちいずれかとなったことを条件として、当該特定結果の種類と異なる特定結
果の種類を特定するための特定結果情報を報知する偽特定結果報知手段をさらに備えるも
のであってもよい。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　（３）　予め定められた複数種類の期間（図３２参照）のうち一の期間を前記所定期間
として決定する所定期間決定手段（図３１のＳｓ５８４ａ～Ｓｓ５８４ｃ、Ｓｓ５９５ａ
）をさらに備える。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　（４）　前記特定結果報知手段は、前記有利遊技状態に制御されてから前記所定期間が
経過するまでのゲームの進行に応じた態様で報知する（図２９のＳｓ５５７ｆ）。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　このような構成によれば、特定結果報知手段により報知される態様に応じて、所定期間
が経過することに対する遊技者の期待感を異ならせることができ、遊技の興趣を向上させ
ることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、前記特定結果報知手段は、前記所定期間が経過していないときに、前記事前決定
手段の決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったことを、ゲームの進行に応
じた態様で報知する（図２９のＳｓ５５７ｆ）ものであってもよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　（５）　前記終了入賞表示結果の組合せは、１ゲームに対して設定可能な最大賭数を設
定するために必要な大きさ以下（１枚、実質的に３枚）の前記遊技用価値の付与を伴う入
賞表示結果の組合せである。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
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　このような構成によれば、有利遊技状態に制御されているときであって事前決定手段の
決定結果が複数種類の特定結果のうちいずれかとなったときに、該終了入賞表示結果の組
合せを導出させずに有利遊技状態を継続させるようにした場合であっても、遊技者が被る
不利益およびスロットマシンの払い出し率に及ぼす影響を極力低減させることができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、前記終了入賞表示結果の組合せは、１ゲームに対して設定可能な最小単位の賭数
を設定するために必要な大きさ（１枚）の前記遊技用価値の付与を伴う入賞表示結果の組
合せであってもよい（３択役Ａ～Ｃ）。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　（６）　画像を表示可能な画像表示装置（液晶表示器５１）と、
　前記導出制御手段により前記特定の表示結果が導出されたこと（Ｓｓ５６０でＹＥＳの
とき）を条件として、１ゲームよりも長い連続演出期間（たとえば、３ゲーム）の間で継
続し、該連続演出期間の終了時に前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容
する旨が決定されているかの演出結果を示す連続演出を実行する連続演出実行手段（Ｓｓ
５７８～Ｓｓ５８２）と、
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　前記連続演出と、ゲーム終了後に遊技が進行されていない状態が継続したときに実行さ
れるデモ演出と、を含む前記画像表示装置への画像の表示により実行される複数種類の演
出にそれぞれ対応する複数種類の画像要素データ（演出データ）を予め格納した画像要素
データ記憶手段（ＣＧＲＯＭ１４２）と、
　データを読み書き可能に記憶する手段であって、前記複数種類の画像要素データのうち
で実行中の演出に対応する画像要素データが一時的に書き込まれる一時記憶領域（一時記
憶メモリ１５５）と、該一時記憶領域に書き込まれた画像要素データに基づいて画像デー
タが描画されるフレーム領域（フレームバッファメモリ１５６）を含む画像データ記憶手
段と、
　遊技の進行に従って、前記画像表示装置への画像の表示による演出の実行を制御する演
出制御手段（ＣＰＵ９１ａ、ＶＤＰ１４１）とをさらに備え、
　前記演出制御手段は、
　　前記連続演出の実行が開始されるゲームにおいて前記画像要素データ記憶手段から前
記連続演出の画像要素データを読み出し、該読み出した連続演出の画像要素データを前記
一時記憶領域に書き込む連続演出データ書込手段（Ｓｓ５８０）と、
　　ゲームが終了した後に前記画像要素データ記憶手段から前記デモ演出の画像要素デー
タを読み出し、該読み出したデモ演出の画像要素データを前記一時記憶領域に書き込むデ
モ演出データ書込手段（Ｓｓ５１７）と、
　　前記一時記憶領域に書き込まれた画像要素データを読み出し、該読み出した画像要素
データに基づいて画像データを前記フレーム領域に描画する画像データ描画手段（Ｓｓ５
１９、Ｓｓ５８２）と、
　　予め定められたフレーム期間毎に、前記フレーム領域に描画された画像データに対応
した画像を前記画像表示装置に表示させる表示制御手段（Ｓｓ５１９、Ｓｓ５８２）と、
　　前記連続演出データ書込手段が前記一時記憶領域に前記連続演出の画像要素データを
書き込んだ後から該連続演出の実行が終了するまでの間、前記デモ演出の実行を禁止する
連続演出時デモ演出禁止手段（Ｓｓ５８１）とを含む。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　このような構成によれば、導出制御手段により特定の表示結果が導出されたこと、すな
わち特別表示結果の導出が許容されている可能性の高い事象を契機に、最終的に特別表示
結果の導出が許容されているか否かを示す連続演出が実行されるので、連続演出の実行に
より特別表示結果の導出が許容されていることに対する遊技者の期待感を効果的に高める
ことができる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　（７）　スロットマシンは、次の構成を備えるものであってもよい。
　複数種類の入賞表示結果のうち予め定められた特別表示結果（ビッグボーナス（１）、
ビッグボーナス（２）、レギュラーボーナス）が導出されたことを条件として、前記有利
遊技状態と異なる遊技者にとって有利な特別遊技状態に制御する特別遊技状態制御手段（
Ｓ９０７、Ｓ９０９、Ｓ９１１）と、
　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定され、該特別表示
結果が導出されなかったときに、前記特別表示結果の導出を許容する旨の決定を次ゲーム
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以降に持ち越す持越手段（Ｓ４０５、特別ワーク４１ｃ－３）とを備え、
　前記導出制御手段は、
　　前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容する旨が決定されていること
を条件として、予め定められた特定の表示結果（左リール２Ｌの「メロン・赤７・バナナ
」、「バナナ・白７・ブドウ」、「ブドウ・ＢＡＲ・メロン」、右リール２Ｒの「星・赤
７・星」）を導出し（図８のボーナスが当選しているとき等参照）、
　　前記事前決定手段により前記複数種類の入賞表示結果のうちいずれも導出が許容され
ていないときに、前記複数種類の入賞表示結果以外であってかつ前記特定の表示結果以外
の表示結果を導出し（図８のハズレのとき等参照）、
　スロットマシンは、さらに、
　画像を表示可能な画像表示装置（液晶表示器５１）と、
　前記導出制御手段により前記特定の表示結果が導出されたこと（Ｓｓ５６０でＹＥＳの
とき）を条件として、１ゲームよりも長い連続演出期間（たとえば、３ゲーム）の間で継
続し、該連続演出期間の終了時に前記事前決定手段により前記特別表示結果の導出を許容
する旨が決定されているかの演出結果を示す連続演出を実行する連続演出実行手段（Ｓｓ
５７８～Ｓｓ５８２）と、
　前記連続演出と、ゲーム終了後に遊技が進行されていない状態が継続したときに実行さ
れるデモ演出と、を含む前記画像表示装置への画像の表示により実行される複数種類の演
出にそれぞれ対応する複数種類の画像要素データ（演出データ）を予め格納した画像要素
データ記憶手段（ＣＧＲＯＭ１４２）と、
　データを読み書き可能に記憶する手段であって、前記複数種類の画像要素データのうち
で実行中の演出に対応する画像要素データが一時的に書き込まれる一時記憶領域（一時記
憶メモリ１５５）と、該一時記憶領域に書き込まれた画像要素データに基づいて画像デー
タが描画されるフレーム領域（フレームバッファメモリ１５６）を含む画像データ記憶手
段と、
　遊技の進行に従って、前記画像表示装置への画像の表示による演出の実行を制御する演
出制御手段（ＣＰＵ９１ａ、ＶＤＰ１４１）とを備え、
　前記演出制御手段は、
　　前記連続演出の実行が開始されるゲームにおいて前記画像要素データ記憶手段から前
記連続演出の画像要素データを読み出し、該読み出した連続演出の画像要素データを前記
一時記憶領域に書き込む連続演出データ書込手段（Ｓｓ５８０）と、
　　ゲームが終了した後に前記画像要素データ記憶手段から前記デモ演出の画像要素デー
タを読み出し、該読み出したデモ演出の画像要素データを前記一時記憶領域に書き込むデ
モ演出データ書込手段（Ｓｓ５１７）と、
　　前記一時記憶領域に書き込まれた画像要素データを読み出し、該読み出した画像要素
データに基づいて画像データを前記フレーム領域に描画する画像データ描画手段（Ｓｓ５
１９、Ｓｓ５８２）と、
　　予め定められたフレーム期間毎に、前記フレーム領域に描画された画像データに対応
した画像を前記画像表示装置に表示させる表示制御手段（Ｓｓ５１９、Ｓｓ５８２）と、
　　前記連続演出データ書込手段が前記一時記憶領域に前記連続演出の画像要素データを
書き込んだ後から該連続演出の実行が終了するまでの間、前記デモ演出の実行を禁止する
連続演出時デモ演出禁止手段（Ｓｓ５８１）とを含む。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　このような構成によれば、導出制御手段により特定の表示結果が導出されたこと、すな
わち特別表示結果の導出が許容されている可能性の高い事象を契機に、最終的に特別表示



(15) JP 2011-167530 A5 2012.9.13

結果の導出が許容されているか否かを示す連続演出が実行されるので、連続演出の実行に
より特別表示結果の導出が許容されていることに対する遊技者の期待感を効果的に高める
ことができる。
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